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(1) 

12  xy 上の点 )1,( 2 pp における接線は 121)(2 22  ppxppxpy  

これが ),( ts を通るとき 12 2  ppst  0122  tspp  

p に関する 2次方程式と見ると、 0t より 014 2  tsD で、相違なる 2実数解を持つから 

 12  tssp  1212 222  tsstsp  

21 , ll の方程式は 122)1(2 222  tsstsxtssy   (複号同順) ……(答) 

 

(2) 

12
1  tssp を、C と 1l の接点の x座標、 12

2  tssp を、C と 2l の接点の x座標とする。 

1,2 2121  tppspp であるから、放物線と直線で囲まれる領域の面積は 
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以上により  
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